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研究資料
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本題は高隈演習林の植物相について迫(1968)の報告の

後に新たに発見された植物を追加するもので，前報(馬田・

松元2006)に続くものである。本稿ではラン科のマヤラン

とキパナノショウキランを報告する。

1 . マヤラン Cymbidium macrorhizon Lindl. 

( Orchidaceae) 

本植物は本州(関東南部以西)-琉球に分布し(里見1982)，

鹿児島県では川辺，坊津，辺塚，佐多，種子島，屋久島，

奄美大島(金作原)で報告があるが(鹿児島2003;初島

1986)，筆者らは鹿児島市の城山でも確認している。希少

種で環境省カテゴリー(環境省2000)では絶滅危倶種IB類

に鹿児島県カテゴリー(鹿児島2003)では絶滅危慎種I類

に指定されている。

本種は無葉緑ランの一種で栄養的には菌類に依存し，菌

寄生植物あるいは菌類従属栄養植物 (myco・hetぽO佐ophic

plant)と言われる。本種は常緑広葉樹林下に生えるとされ

ていて(里見1982)，筆者らはこれまでプナ科 (Fagaceae)

のマテパシイ (Lithocarpusedulis Rehd.)林(佐多)やイタ

ジイ (Castanopsissieboldii Ha旬sima)がi昆じる常緑広葉樹

林(鹿児島市城山，霧島市霧島神宮)で，また高隈演習林

ではイタジイーマテパシイーアカガシ (Quercusacuta 

羽田b町g) の混交林で発生を認めた(図-1 ) 0 Ts吋i旬

(2006)は本種の内生菌の核リボソームの分子同定を行い

担子菌のロウタケ科 (Seabac加aceae)にする (Sebacinaceae)

やペニタケ科 (Russu1aceae)，イボタケ科(百lelephoraceae)

などの外生菌根菌を検出した。この結果は本種の発生の場

が常縁広葉樹の中でもシイ属(Castanopsis)やマテパシイ属

(Lithoc釘pus)，コナラ属 (Quぽ'cus)などの外生菌根性の樹

木の森林と密接な関係があることを示唆し，本種の保全を

図る上で重要な情報を提示するものである。

発生場所

鹿児島大学農学部附属高隈演習林3林班

発生習性など

常緑広葉樹林

2. キパナノショウキラン Yoaniaamagiensis 

トlakai& F. Maekawa? (Orchidaceae) 

本植物は本州(関東=紀伊半島) ・四国・九州に分布し

(里見1982)，鹿児島県では鶴田，大口(田代)，新田山

(末吉)，高隈山で報告されている(鹿児島2003;初島1986)。

希少種で環境省カテゴリー(環境庁2000)では絶滅危慎種
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図-1.マヤラン (Cymbidiummacrorhizon LindI.)。高隈

演習林3林班。(撮影日)2007年8月22日。

IB類に鹿児島県カテゴリー(鹿児島2003)では絶滅危慎

種I類に指定されている。

本種も前種同様に無葉緑ランの一種で菌寄生植物である。

本種に近縁の種としてショウキランYoaniajaponicaMaxim. 

とシナノショウキランy.jlava Inoue et Yukawaがある。

Inoue & Yukawa (2002)および(故)井上場によれば(横

田村，私信)，ショウキランとシナノショウキランのリゾー

ムは横送しやや離れた間隔で分枝するのに対し，キパナノ

ショウキランのリゾームは密に短い間隔で分枝を繰り返し

珊瑚状となる点で異なる。今回発見した個体は花期が終わ

り果実(図 2 )になっていたが植物体の色が黄褐色で、あっ

たこと，掘り出したリゾーム(図-3)の形態がキバナノ

ショウキランの図と記載(Inoue&Yukawa2002 ;前1111971; 

牧野1969)に一致することなどにより，暫定的にキバナノ

ショウキランとした。

津田ら(2004)によればシナノショウキランの種子を試験

管培養して得たリゾームはキパナノショウキランのリゾー

ムに良く似た形態を示した。また，ショウキランから得た

内生菌はシナノショウキランとも共生関係を樹立した。こ

れらのことから，キパナノショウキランは他の2種との形

態的・分類的関係においてのみならず，菌根共生の観点か

図-2.キバナノショウキラン(Yoaniaamagiensi四Nakai& F. Maekawa)の若い果実。高隈演習林3林班。(撮影日)2007年8月9日。

図-3.キバナノショウキラン(Yoaniaamagiensis Nakai & F. Maekawa)のリゾーム。高隈演習林3林班。(撮影日)2007年8月22日。
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ら生態的関係においても極めて興味をヲ|く植物と言える。

発生場所

鹿児島大学農学部附属高隈演習林3林班

発生習性など

高隈演習林では8月初旬で果実(図-2) となっていた

ので，花期は7月頃か?
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